
とうきょう すくわくプログラム活動報告書 
 

                       クラス        ４歳 ゆりぐみ      

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

木育遊び 

『木といっしょにあそぼう・つくろう・ひびかせよう！』 

 

＜テーマの理由＞ 

・自然物の音に興味をもち、枝で木や石を叩き鳴らす姿がある為、カスタネット作りを通して、音や匂い、

触り心地等、五感を刺激しながら子どもの興味関心をさらに引き出し、感性を育む 

・木工体験を通して、作る楽しさや達成感を味わう 

・全身で自然を感じて遊ぶ体験を通して、園庭のない環境の中であっても、自然物と触れ合う心地よさや楽

しさを感じ、豊かな感性を育む 

 

２ 活動スケジュール 

① 講師による奥多摩の自然についての話を聞く 

② カンナ節プール、マキンバ等で遊ぶ 

③ マルタネット作り 

④ マルタネット演奏会 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

  ・マルタネットに使用する小さな丸太 

  ・ポスターカラー 

  ・カラーゴム 

  ・テーブル、椅子 

  ・カンナ節プール、下のシート 

  ・マキンバ 

  ・木のブロック 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

① スケッチブックシアターを通して、奥多摩にある自然や生き物についての話を講師から聞いたり、

質問したりする 

② カンナ節プールに入り、木の感触や匂いを楽しみながら遊ぶ 

マキンバを鳴らし、丸太の大きさ等による音の違いを知る 

凹凸を重ね、木のブロックを横や縦に繋げて遊ぶ 

③ 丸太に絵柄をつける 

④ 2枚の丸太をゴムで繋げ、マルタネットを完成させる 

⑤ 子ども達の好きな曲を歌いながら、マルタネットを鳴らして演奏する 



＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

① 講師の話を真剣に聞いたり、質問に答えたりしている間、子ども達の後ろにカンナ節プール等の環境を

整えていると、「なんか匂いする」「なんだろう？」「木の匂いじゃない？」「いい匂いだね」等とひのき

の匂いに気がついた子ども達がキョロキョロと周囲を見回している。 

② カンナ節プールを見た瞬間に、笑顔で中に飛び込みゴロゴロと寝転がる子どもや、カンナ節の手触りを

確かめながら中に入り、少しずつダイナミックに遊ぶようになる子どもがいる。 

カンナ節を触ったり、体に巻き付けたりしながら「あったかーい」「がさがさがさー！」「ふわふわー」

等感触をオノマトペにして表現する子もいる。 

木の棒を手にすると、並んだ丸太を叩き音を出している。音の違いに気がつくと、何度も鳴らしながら

じっと丸太を観察する姿がある。 

  一人ひとりがブロックで異なる形を作っているが、次第に友だちのブロックと繋げて長くして、時折 

友だちと次に重ねる所を相談している。 

③ 机に座り、自分の丸太と友だちの持つ丸太を見比べながら、形を確認したり、「匂いする」と嗅いでみた

り、指で凹凸を触ったりしてる。また、どこで音が出るのか、カスタネットを思い出しながら考え、保

育者に「ここが音が鳴るんじゃない？」「こっちが上だと思う」等と考えを伝えている姿がある。 

たくさんのペンの中から「この色にする」と丸太に絵を描き、黙々と絵を完成させると、「ここが○○で

ね」等と作品の説明をしている。 

④ 保育者や講師にゴムを付けてもらうと、早速自分で歌いながらマルタネットを鳴らしてみる子どもがい

る。 

最初に丸太を手にした時には全体をべた塗りしていたが、二つの丸太が繋がった状態を見て想像力を働

かせ、目や口を書き足す子どももいる。 

⑤ すでに歌い始めている子どもも多いが、「みんなで鳴らしてみよう」という保育者の提案に、「かえるの

うたがいい！」と積極的に発言し、歌いながらテンポを合わせようと真剣な表情でマルタネットを鳴ら

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・木を見る前から保育室に漂うひのきの香りを感じ、興味津々な子ども達の様子が印象的だった。今思えば、

戸外に出て草花の匂いを嗅ぐ事は頻繁にあるが、木の匂いを意識して嗅ぐという体験は少なかった。今後木

の種類によって異なる匂いの種類にも注目できるような活動を取り入れていきたい。 

・カンナ節プールは子どもも保育者も初めての体験となった。今は消毒のしやすいプラスチックの玩具があ

ふれ、ボールプール等もあるが、カンナ節プールに「入っていい」「踏んでも被ってもいい」と気がつくと、

子ども達は全身にカンナ節をまとって、「いいにおい！」「あたたかいね」と五感を刺激しながら自由に遊び

込む姿が多くみられ、改めて自然物の偉大さを感じた。固い木が薄く削られていた為「カサカサ」「ふわふ

わ」「もさもさ」と子ども達の遊び方によっても感触の印象が異なるという発見もあった。この経験を通し

て子ども達が五感を使って木と触れ合い、木について学ぶことができ、散歩へ出掛けた際にも「この匂いは

何の木かな？」「この枝で何か作れそうじゃない」など経験した事を振り返って考えることが出来ていた。 

・マルタネット作りでは、少しずつ形の異なる丸太を友だちと見比べる姿や、どの部分で音が鳴るかを子ど

も達自身で考える姿があった。また、木育後には保育室にある木の玩具をじっと観察して、マルタネットや

マキンバ等、木の形や音の違いに自分で気がついた事が「こっちはどうだろう？」という知的好奇心を育み、

試してみる姿に繋がっていた。 

・既製品のカスタネットでは数分で飽きる子ども達が、自作のマルタネットでは何時間も鳴らして歌った

り、さらに飾りをアレンジしたり、カバンのように紐を付けたりする様子があった。自分で作った楽器に愛

着をもって大切に扱う様子を見て、木育での楽器作りが一人ひとりの心も育んでいた事に気がついた。 

 

 

 

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

「木育」 

・自然と木育 

 

＜テーマの理由＞ 

・前期で木に興味をもっている子ども達の姿があった。木を鳴らした音や匂い、触り心地等、五感を刺激し

ながら遊び込む事で豊かな感性を育む 

 

２ 活動スケジュール 

１月２９日 トムテさんと遊ぼう 

様々な木の玩具に触れ、色々な遊び方を知ると同時に、友だちと遊びを展開させる楽しさを得る 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

【トムテさんと遊ぼう】 

  ・木の玩具を広げられる空間 

  ・積み木やパズル等、様々な種類の木の玩具 等 

 



４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

 

トムテさん 

① 木の玩具を保育室一面に事前に広げ、子どもたちが自由に手に取れるようにする 

② 玩具によって異なる木の色合いや遊びに興味をもち、友だちと一緒に新しい遊びを試したり、積木等を

並べたり重ねたりしながら遊ぶ 

 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

トムテさん 

① 友だちと一緒に次々と玩具を手に取り、どんな遊び方が出来るものなのかを試している 

② 友だちが遊ぶ様子を見て自然と一緒に遊び出し、協力したり、同じ設定を守りながらままごとを楽しん

でいる。 

③ 様々な鍵やスイッチの付いた玩具を気に入り、ひたすらやってみる子、玩具に付いている小さなドア越

しに「どうもこんにちは！」等と友だちとのやりとりを楽しむ子がいる 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・友だちと一緒に楽しめる木の玩具を好み、長時間一緒に遊ぶ姿があった。集団で動く、楽しそうな所へ集

まる子どもたちという事もあり、友だちと一緒に楽しめる環境を作り、友だちをきっかけに遊びを広げられ

るよう保育に活かしたい。 

また、カプラやドミノを使用しての遊びは日頃楽しめているが、色々な種類の玩具を前にした時に、自分で

重ねたり並べたりして作り上げる物よりも、遊びの形が出来上がった目新しい物に興味をもつ様子が見ら

れた。単純な形を活かして自分の発想を作り上げる楽しさも知っていけるように、積み木の数を多くしたり、

友だちとコミュニケーションを図りながら遊び込めるような環境を整えたりしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

「木育」・自然と木育 

 

＜テーマの理由＞ 

・前期の木育でのマキンバ作り体験以降、木材や工作への興味関心が高まり、様々な素材をくっつけようと

試したり、積み重ねたりする姿がある為、端材を使って工作をする楽しさや達成感を味わう 

・自然物ならではの不規則な形を基に、自由な発想やイメージを形にして表現する 

 

２ 活動スケジュール 

２月９日 森と市庭 

様々な形の端材を使い、自由な発想を形にする楽しさを得る 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

【森と市庭】 

  ・端材クラフト時、下に敷くシート 

  ・マキンバ 

  ・大量の端材 

・ポスターカラー 

・作品を置いておくテーブル 

・紙やすり 

・グルーガン 等 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

森と市庭 

① 気に入った端材を手に取り、グルーガンを付けてもらって重ねたりポスターカラーで絵を描く事で色々

な物に見立てて楽しむ 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

森と市庭 

① 大量の端材を前に、「木のいいにおいする」「これどのくらい使っていいの？」とワクワクしている子ど

もの姿が見られる一方で、どの端材を使おうかと夢中で選び始める子どもの姿もある。 

② 端材を重ね、そこからイメージできる「家」のような簡単な物を作り満足感を得ていた子も、次々に端

材での工作を繰り返すうち、複雑な形の飛行機や、箱、動物が座る為の椅子、銃、バイオリン等、想像

力を働かせてイメージを形にするために丁度いい端材を探して作り上げるようになっている。いい端材

が見つからない時には「こんなやつないかな？」「○○作りたいんだけど」とイメージに近い端材を手に

して周囲の子どもや保育者に探してもらおうとする子もいる。 

③ 紙やすりの使い方を知ると、「これはちくちくがいっぱいある」と木材の鋭利な部分に気を付けながら、

保育者の真似をしてやすりかけに夢中になる子がいる。 



④ ネックレスや車等、それを使って自分が遊ぶための物を作り出す子もいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・初めは端材を重ねて何に見えるか考え、グルーガンでくっつけてもらったり色を付けたりする子どもたち

の姿があったが、次第に作る事を繰り返したり友だちの工作をヒントにしたりしながら、複雑な形を作ろう

と試みたり、自分で遊べるものを作ろうとして、欲しい形を考えながら端材を探す姿があった。たった 2時

間弱の間に想像力豊かに考えて工夫する力が育まれていく様子に、子どもたち一人ひとりの内にある成長

の芽をどのように伸ばせるかを考慮し、発達に応じた環境設定を用意する重要さを感じた。 

日常的に端材を大量に用意する事は難しいが、子どもたちが想像力を働かせて物を作ったり、試したりする

過程で育まれる好奇心や想像力を刺激する為にも、自由に工作を楽しめる環境を整え、様々な材料を十分に

用意していきたい。 

・子どもたちが自分で作った作品を眺める時の満足気で誇らしそうな表情が、今回の木育を通して心が豊か

に育まれているのだと感じる瞬間だった。木との触れ合いの中で子ども達の五感が刺激され、豊かな感性が

生み出されている事を実感した。 

引き続き、保育の中に木の玩具で遊ぶ機会を多く取り入れ、その中で友だちや保育者と一緒に木に触れ、遊

ぶ中で得た共感や社会性が培われるよう子ども達を取り巻く環境を設定し、経験を通して限りある資源で

ある木や自然を大切に考え行動できる心を育んでいきたい。 


